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安部政権に審判を！

福岡１１選挙区に北九支部組合
員（藤中寛之）が 立候補！

第４７回衆議院選挙の投票日１２月１４日が迫っています。

全国一般福岡地本は、安部政権の「原発推進」、「集団的自衛権

の閣議決定」、非正規労働者を大幅に増やす「派遣法の大改悪」な

ど、悪政にきっぱりノーを突きつけ退場させるため、福岡１１区に

北九州支部藤中寛之（４０歳）組合員が、福岡３区には、自治労福

岡県本部組合員の藤田一枝さんが立候補しています。

藤中寛之さんは、社民党公認で立候補し、民主党、自治労福岡県

本部が推薦しています。連合福岡は支持を表明しています。

組合員の当選に向け、組合員は最後まで票の上積みに奮闘しまし

ょう。 安部政権は、この２年間、国民の声を無視し、ウソとごま

かしに終始してきました。安部政権のウソとごまかしをきっぱり見

極め、広く国民にうったえていきましょう。

自治労、全国一般の福岡選挙区の推薦者は次の通りです。比例区

は、社民党、民主党に投票しましょう。

福岡１区 山本剛正 福岡２区 稲富修二

福岡３区 藤田一枝 福岡５区 楠田大蔵

福岡９区 緒方林太郎 福岡10区 きいたかし

福岡11区 藤中寛之

今度はだまされないぞ！
安倍首相のうそを見抜こう！

安倍政権の２年間を振り返ると、集団的自衛権の行使容

認など憲法をひっくり返すようなことをやりながら、うそ

とごまかしの説明に終始してきたのが大きな特徴です。

投票に当たっては、「うそ」と「ホント」をしっかり見

極めることが大切。有権者の側の判断力も問われています。

軍事国家づくりへひた走る

首相らは海

外で戦争でき

る国づくりに

乗り出しまし

た。従来の政

府見解では憲

法違反とされ

ていた「集団

的自衛権の行

使」を、内閣

の「お友達」

だけで容認し

てしまったの

です。 これ

には自民党の

元国会議員ら

も批判の声を

上げました。

首相は、紛争地から避難する在外日本人母子を乗せた米

艦船を守るには、集団的自衛権が必要と説明しました。米



軍が他国の民間人を救出しないことは、米軍当局者自身が

明言しています。中国の「脅威」も口実の一つですが、有

事に米軍が日本を守る保証はありません。 日本の防衛と

集団的自衛権は無関係です。首相らが狙っているのは、

「ペルシャ湾での機雷除去」をはじめとする米軍との共同

作戦。平和憲法を踏みにじり、米軍依存を強める政治から

の転換が必要です。

安全二の次で原発再稼働か！

安倍政権は、原子力規制委員会の基準をクリアした原発

の再稼働をめざしています。当面は九州電力川内原発を動

かす予定で

す。

しかし、現

実は安全確保

とはほど遠い

状態。安全は

二の次という

無責任政治で

す。

規制委の基

準については

規制委自ら

「これで安全

とは言えな

い」と認めて

いるのです。

にもかかわら

ず、安倍政権

は「世界一の安全基準をクリアした以上動かすのは当然」

という考え。川内原発では、核燃料が溶け落ちたときの受

け皿になる「コアキャッチャー」も未整備。周辺住民の避

難計画づくりも自治体任せで一向に進んでいません。これ

でどうして住民の安全を確保できるのでしょうか。

地震と火山によるリスクに目をつぶり、福島原発事故の

避難者がいまだに15万人いる事実も無視する安倍政権。国

民の命より、原発推進派の利益を優先する政治は、もうゴ

メンです。

増税で社会保障充実はうそ！！

今年４月、安倍政権は消費税を８％に引き上げました。

勤労者世帯の生活や中小企業・商店の経営を直撃し、落ち

込んだ景気は今も回復していません。非道な増税を実行し

た政府の責任は重大です。「増税分は全て社会保障に使

う」（安倍首相）ならまだしも、増税分（５兆円）から社

会保障の充実に回されるのはたった１割（５０００億円）。

残りの８割以上は社会保障関係に使われているように見え

ますが、これまで所得税や法人税でまかなってきた分を消

費税に付け替えただけです。今年度は、年金や医療の給付

減・負担増で既に７５００億円も削っています。

充実分より削減分が多いというペテン政治。安倍政権は

２０１７年４月には確実に税率を10％へ引き上げると宣言

しています。「実施延期」ではなく、はっきり「増税中

止」の意思を示す必要があります。

「一生ハケン」で使い捨て！！

安倍政権

は、働く者

を保護する

ルールの破

壊に着手し

ました。非

正規労働者

を今以上に

増やし、長

時間労働は

野放し、そ

して首切り

を自由にす

る内容で

す。経団連

に代表され

る財界や派

遣業界の意

向を全面的

に受け入れた見直しです。

最初に手がけた労働者派遣法の改悪は、あらゆる職種に

派遣労働を広げ、働く者を「一生ハケン」に縛り付けるも

のでした。世間の目は厳しく、労働界も一丸となって反対

して廃案となりました。でも、与党が勝てば総選挙後にゴ

リ押ししてくるのは明らかです。

長時間労働を招く「残業代ゼロ制度」や、金を払えば労

働者を追い出せる「解雇の金銭解決制」の導入も目前です。

社員を消耗品のように使い捨てる「ブラック企業」に法

律でお墨付きを与えることになります。

働く者に冷たく、悪徳企業に優しい自公政権には厳しい

審判が求められます。

地本の今後の日程

＊ 執行委員、活動家育成学習会の開催

・日時 2015年１月17日（土）13時～

・場所 北九州市小倉北区真鶴１－５－１５

・対象者 地本執行委員、支部専従、青年部

＊ 全国評議会2015春闘討論集会

・日時 2015年12月20日（土）13：30～16：40

・場所 東京グリーンパレス

＊ 九地協春闘討論集会（地本青年部会合同）

・日時 2015年２月６日（土）13：30～

７日（日）12時

・場所 熊本県人吉市

＊ 地本委員会

・日時 2015年２月11日（祝）13時～17時

・場所 福岡県教育会館

＊ 北九州支部・玄洋分会自主経営10周年記念

・日時 2015年１月17日（土）18：30

・場所 北九州市小倉北区堺町１－４－２６

「稚加榮 小倉店」

＊ 福岡県自教共闘定期総会

・日時 2015年1月25日(日)10時～12時

・場所 久留米市労働会館


